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看護大学生の障害者福祉援助実習における障害者に対する印象と実習からの学び
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要 旨

ヒューマン･サービスに携わる初年次学生の体験学習として,本看護学専攻1年次70名(女子62名,男子8名)に対

象に,入学して6ケ月経過後の9月に,身体障害及び知的障害者施設で3日間の障害者福祉援助実習を行った.本研

究では,この実習前後において障害者に対して持っている印象と実習を通しての学びを明らかにすることを目的に,

学生に対し実習前と実習後の印象,実習に対する期待とその学びについて質問紙調査を行った.その結果,実習前に

もっていた障害者に対する印象のほとんどは否定的な印象であったが,障害者援助の見学と実践という障害者との接

触体験を持ったことによって,実習後の印象は肯定的なものが多くなったと考えられる.実習に対する期待としては,

記述数は少なかったものの,コミュニケーションと接し方.援助方法,障害者の生活実態などが挙げられ,これらは

障害者の関わりによって概ね学ぶことができていた.また,実習の学びに対する記述内容が多岐に渡っていることか

ら,期待していたことに留まらずそれ以上に学びを深め,自ら広がりを持たせることができたと考えられる.

Ⅰ.はじめに

｢障害者｣を対象にした見学実習により対象理解,

看護者の姿勢態度,看護援助方法の特徴などの学びが

得 られることが報告されている⊥). また,対障害者態

皮,イメージの変化について ｢障害者｣との接触体験

が関与すると考えられ,さまざまな角度から検討され

ている.その中で ｢障害者｣に対するイメージは概ね,

実習前の否定的なものから肯定的 ･好意的なものへと

変化 していることが報告 されている1ト5).奥宮2) は看

護学生の障害者観について,｢対象者 に対 して直接的

援助行動を行 ったり,障害の受容ができるように働き

かけることは,学生自身が自分の価値観や障害に対す

るイメージを変え,対象者の障害を自分のものとして

考えることである｣と述べている.また,明智3) は,

健常な医療者の持っ対障害者態度が受容的であること

は障害者の社会復帰にとって重要であると述べている.

そこで,本学看護学専攻で行 った障害者福祉援助実

習におけるレポー トをもとに,障害児 ･者 (以下,障

害者とする)に対する学生自身が捉えた印象及び学生

の学びについて検討することにした.

本実習は, ヒューマン･サービスに携わる初年次学

生の体験学習として,入学 して6ケ月経過後の9月に,

身体障害及び知的障害者施設で 3日間行われた.実習

の目的は,障害をもつ人たちと接 し,関わり,人間的

な触れあいを体験すること,施設生活の現状から人間

的に生きることを学び,その視点を今後の学習の素材

としていくことである.入学 して初めての実習であり,

特にこの時期は看護や医学の専門的知識がほとんどな

いことから,新鮮な目で障害者の生活を捉え,お互い

が人間としてのかかわりをもち,また施設における様々

な場面から,学生は大きな影響を受けたと考えられる.

本学は2002年10月に改組され,医学部保健学科となり,

2003年 4月に入学 した第 1期生が行った実習であり,

次年度 も実施予定である.本実習の学習効果をあげる

･秋田大学医学部保健学科看護学専攻

辛*国際医療福祉大学看護学科
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ための資料 とするためにも,学生が対象をどのように

理解 したか,また何を学ぶ ことができたのかを知 るこ

とは重要であると考える.

[用語の操作的定義]

･対障害者態度 :一般的には障害者に対する態度全般

を示すが,先行文献1)3)を元 に, ここでは主 に障害

者に対する受け入れ方,反応を示すこととする.

Ⅱ.目 的

障害者福祉援助実習前 と実習後において障害者に対

して持 っている印象 と,実習を通 しての学びを明らか

にする.

Ⅲ.実習の概要

看護学専攻 1年次70名(女子62名,男子 8名)をA班

34名,B班36名の 2クールに分け実習を行 った.実習

目標は,身体障害,知的障害などを持っ人に対する学

38

生 自身の理解や認識を明 らかにすると共に,様々な障

害をもっ人に対する援助活動を実際に見学 し,福祉施

設の目的を理解 し,生活する人のニーズを捉えること

である.実習スケジュールとしては, どちらの班 も複

合施設を多 く持っ県内の心身障害者総合援護施設での

見学実習 1日と,さらに県内8カ所の以下に挙げる障

害者施設にて,2日間 3-6名に分かれ,作業, 日常

生活援助などの見学 ･体験実習を行 った(表 1,表 2).

[実習施設の種類]( )内は施設数

知的障害者更生施設 (2),知的障害者授産施設

(2),重度身体障害者授産施設 (1),身体障害者

療護施設 (1),重度身体障害者更生援護施設 (1),

知的障害児児童福祉施設 (1)

Ⅳ.研究方法

1.対象

看護学専攻 1年次学生70名 (18.66±0.57歳),実習

前に障害者 との接触経験の有無を聞いたところ ｢あり｣

表 1 障害者福祉援助実習日程(平成 15年度)

期 間 9/22(刀) 9/23(火) 9/24(水) 9/25(木) 丁 ~粛

A班34人 各施設での実習8カ所 (祭日) 各施設での実習8カ所 1霊志望塁 上 己録整理

B班 総合援護 (祭E]) 記録整理 各施設での実習

表 2 おもな障害者援助の見学と実践内容(学生のレポー トより抜粋)

見学したこと 実践したこと

作業療法訓練
水浴訓練
機能訓練
食事の準備
食事介助
入浴介助
市街地訓練体験
シーツ交換
車いすの操作
援助活動見学

コミュニケーション
車いすの操作体験 ･介助の方法
一部入浴介助
食事介助
シーツ交換
洗濯,部屋の掃除
入浴後の衣服着脱 ･整容
排胆介助
片手作業訓練 ･利き手作業の体験
歩行訓練介助
観察の仕方
ゼリー状食事の試食
障害者と共に作業 (補助 ･体験)
袋詰め
袋づくり
麺の計量
袋のシール貼り
はんこ押し
段ボール貼り付け
フルーツキャップの袋詰め
園芸
卵洗い
椎茸販売

ビーズの糸通し

刺し子
手芸
縫い物
コースターづくり
木工作業
灯篭づくり
貼り絵
牛のえさづくり
牛舎掃除
軍手縫製作業
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と答えた学生が57名 (81.4%),｢全 くなし｣と答えた

学生は4名 (5.7%),回答なし9名 (12.9%)であっ

た.

2.方法

実習終了 1週間後,設問1｢障害者の方に対して実

習前に持っていた印象は,実習後どのように変わりま

したか ?｣,設問2｢実習前に期待 していたことが実

習によってどのように学べましたか?｣という二つの

設問に対 し,回答を自由記述によって得た.この場合,

調査主旨と実習評価には一切関係のないことを口頭及

び書面で説明し,研究に対する協力の得られたものを

採用した.

3.分析方法

各設問の記述内容について,一文節ごとに区分した

ものをカード1枚とし,その意味内容を研究者間で十

分に検討 しながら,KJ法に準じて前後の文脈を考慮

しカテゴリー分類した.その後,類似しているものに

対 し,先行文献⊥)～5)を参考にしてそれぞれ項目名を設

定 し,分析,考察した.

V.結 果

調査用紙配布数70枚に対し,回収数70枚,有効回答

率100%であった｡

1.実習前後の障害者に対する印象

実習前の印象を記述 していたものは59名,実習後の

印象を記述していたものは70名であった.これらの記

述内容を分類,整理すると,実習前の印象のカードは

89枚,実習後の印象のカードは146枚であった.

1)実習前の印象

実習前の印象の89枚について,関連性のあるものを

表 3にまとめた.

実習前の印象は,小項目で13項目,大項目で3項目

に分類された.それぞれ,｢怖い｣,｢暗い｣,｢かわい

そう｣,｢明るい｣,｢内向的｣という障害者に対しても

つ感情を表しているもの29枚,｢話が通 じない人｣,

｢何も出来ない人｣,｢援助が必要な人｣,｢普通の人と

は違う｣,｢劣っている｣という障害者の生活能力を表

しているもの46枚,｢抵抗感｣,｢接 したくない｣,｢偏

見があった｣という対障害者態度を表しているもの14

枚であった.｢明るい｣を除き,すべてが否定的な印

象であった.

2)実習後の印象

実習後の印象の146枚について,関連性のあるもの

を表4-1,表4-2にまとめた.

実習後印象は,小項目で13項目,大項目で3項目に

分類された.それぞれ,｢明るいイメージ｣,｢素直で

やさしい｣という障害者に対してもっ感情を表してい

秋田大学医学部保健学科紀要 第12巻 第 1号

るもの33枚,｢話が通じる｣,｢自分のことは自分で出

来る人｣,｢やろうという意志のある人｣,｢援助の必要

なときに援助｣,｢可能性を持っている｣という障害者

の生活能力を表しているもの45枚,｢特別の人間では

ない｣,｢真剣な生き方｣,｢個性をもっている｣,｢勇気

をくれた｣,｢偏見が消えた｣,｢障害をもって社会で生

きる｣という対障害者態度を表しているもの68枚であっ

た.

2.実習への期待と実習からの学び

実習への期待について記述 していたものは36名,実

習からの学びについて記述 していたものは69名であっ

た.これらの記述内容を分類,整理すると,記述カー

ドは実習への期待が38枚,実習からの学びは130枚で

あった.

1)実習への期待

実習への期待を記述した38枚について関連性のある

ものを表5にまとめた.

実習への期待は小項目で7項目,大項目で3項目に

分類された.それぞれ,｢障害者とのコミュニケーショ

ンと接し方｣,｢援助方法｣,｢自分が役に立っこと｣,
｢偏見をなくす｣という障害者に対する自分自身の行

動に関するもの29枚,｢障害者の生活実態を知りたい｣

という障害者の生活に関するもの4枚,その他 5枚で

あった.

2)実習からの学び

実習の学び130枚を関連性のあるものとして表6-1,

6-2にまとめた.実習による学びは,小項目で22項

冒,大項目で11項目に分類された.それぞれ枚数の多

かった項目は,｢考えの変容｣,｢自己の確認｣,｢将来

の自己の課題｣という自分自身の確認に関するもの22

枚,｢対象にあった支援｣,｢できないところを援助す

る｣,｢支援･援助方法は様々｣,｢見守る援助｣,｢個人

として按する｣という障害者の支援方法に関するもの

20枚,｢障害者の生活｣,｢障害者の様子｣ という障害

者の生活実態に関するもの17枚,｢行動することでコ

ミュニケーションができる｣,｢コミュニケーションの

重要性｣,｢言葉以外でのコミュニケーション｣という

コミュニケーションの方法に関するもの17枚などであっ

た.

Ⅵ.考 察

本研究では,第-に,初学年次の学生の障害者に対

してもっている印象について,実習前,実習後にどの

ように感じていたのかを把握し,実習による障害者と

の接触体験がどのように影響を及ぼしたのかを検討し

た.第二に,実習への期待と結果としての学びを把握

し,学生の期待に沿う実習体験ができているのかを検
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蓑3 実習前の印象 (計89枚) ( )内はカー ド枚数

大項目 小 項 目 内 容

惑情面 怖い(13) 怖い(ll)

(29) 恐ろしい(1)不安(1)

時いく5) 暗い(3)ネガティブ(1)

悪い､酷い(1)

かわいそう(3) 辛い苦しい思いをすることが多い(1)

元気がない(1)

かわいそう(1)
明るい(3) 明るい(1)

素直(1)

楽しい(1)

内向的(5) 心を閉ざしている(I)

うちに閉じこもっている(1)

内気(1)

受動のイメージ(2)

生.' 力 劣っている(3) 自分達よりも下(1)何かにおいて劣っている(1)∫(46)
見下してみられる(1)

話が通じない人(13) 話をしても通じない人(7)

人の言葉を理解できない(1)

意思疎通が上手く出来ない(1)

うまく話したりできない(1)

会話でのコミュニケーションが困難(1)

会話が成立しない(1)

しゃべれない(1)

何も出来ない人(9) 何もできない人(2)

出来ないことが多い(1)

自分一人では何もできない(1)

自分でできることは少ない(1)

一人では普通に生活できない(1)

援助が必要な人(13) 誰かの援助が必要な人(6)
人の手を借りないと何も出来ない(2)

身のまわりの手助けを必要としている人(1)

援助を受ける人(1)

全面的に援助を求めている(1)

生活の大部分に援助が必要(1)

施設が全て面倒をみている人(1)

普通の人とは遵う(8) 普通の人とは少し違う人(1)

普通の人と同じ(1)

普通では考えられない行動をとる(1)

頭で特別な人間ではないと理解(I)

特別視される(1)

何するかわからない人(1)

知的障害者は精神的に障害がある人(1)

手に負えない人(1)

対障害者態度 抵抗感(4) 身構えてしまう(1)

(14) 抵抗を感､じる(l)
気持ちが引く存在(l)

話しかけられると戸惑う(1)

接したくない(3) 接したくない(I)
なんと青葉をかけてよいか分からない(1)

接し方が分からない(1)

偏見があった(7) 偏見をもっていた(7)

固定観念をもっていた(1)
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表 4-1 実習後の印象 (計146枚) ( )内はカー ド枚数

大項 目 小 項 目 内 容

感情面 明るいイメージ(21) 明るい(14)
(33) 明るい笑顔(1)

元気(2)

活発(1)

おしゃべり(1)

楽しい(1)

笑顔であふれている(1)
素直でやさしい(12) やさしい笑顔の持ち主(1)

人を思いやる心にあふれている(1)

純粋 (2)

きらきらしている(1)

暖かい(1)

人なつっこい(1)

素直(2)

優しい(2)

障害児が普通の子供のようにかわいい(1)

生活能力 話が通じる(10) 理解しようと思えば心が通じる(2)

(45) ゆっくりきちんと話せば通じる(1)

話が通じる(1)

コミュニケーションがとれる(2)

積極的に話しかけてくれる(1)

言われたことは理解できる(1)

笑顔で接すると分かりあえる(1)

体全体で自分の気持ちを表現(1)

自分のことは自分で出来る人(13) 自分のやれることを頑張っている(2)

自分の力でやれることは自力で取り組む(i)

自分のことは自分でできる(4)

自分のことは自分で工夫してやることができる(1)

自分でやろうとしている(I)

自分でできることは自分でやる(1)

自立している(2)

ほとんどのことを自分でやる(1)

やろうとする意志のある人(10) できることは器用にできる(1)

与えられたことはきちんとこなしている(1)

まじめに掃除し､働いている(1)

上手に作業している(2)

障害をカバーしながら身の回りのことをする(1)

自分でやろうとする意欲は何倍もある(1)

自分でやろうとする意思が弓削 (ヽ1)

自分の意志で自分でできるこ_とはやる(1)

自分自身で頑張っている(1)

援助の必要なときに援助(6) 必要だと感じたときの支えが必要な人(1)

手伝うことの方が少ない(1)

できないことに援助が必要な人(1)

できないことを気ゴいて助けてあげる存在(1)

QOLを考えた援助が必要な人(1)

施設が自分ででき-るように手助けしている(1)

可能性を持っている(6) 不器用な部分を持って いる(1.)

優れている部分がある(1)

可能性を持っている人(1_)

意志のくみ取りが必要ー(､1)

時間をかけるとた.くさんのことができる(1)
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表 卜 2 実習後の印象(計146枚) ( )内はカード枚数

大項目 小 項 目 内 容
対障害者態度 特別の人間ではない(21) 普通に接することができる(4)

(68) 同じ人間である(3)

私たちと何も変わらない(4)

ふつうの人(1)

特別な人間ではない(2)

特別意識する必要はない(1)

普通の人と同じ(2)

私と同じように喜怒哀楽を感じている(1)

健常者と変わりない(3)

･真剣な生き方(20) ひたむきな生き方をしている(1)

頑張っている(1)

力強く生きている(1)

前向きに生きている(2)

何に対しても一生懸命(2)

努力している(1)

できないこともやろうとする努力がすごい(1)

自立に前向きな姿勢(1)

しっかりしている(1)

一生懸命いきている(1)

一生懸命に作業 .生活をしている(i)

真剣に生きている(1)

生き生きとしている(1)

恋する人(1)

苦しみを乗り越え生きている(1)

お互い助け合っている(1)

障害と今の現状を受け入れ頑張っている(1)

施設での生活で生きがいを見つけている(1)

個性をもっている(8) 個性を持っている(2)

自分の考えを持っている(1)

自分のことを理解している(1)

考えがしっかりしている(1)

助けが必要なときは意思表示する(1)

意思が尊重されている(1)

人権が尊重されている(1)

勇気をくれた(4) 勇気づけられる(1)

こちらが元気付けられる人(1)

元気をもらえる(1)

心を温かくしてくれる(1)

偏見が消えた(8) 偏見がなくなった(2)

壁がなくなった(2)

怖がる必要はない(2)

恐ろしくない(1)

少しこわさがなくなった(1)

障害をもって社会で生きる(7) 様々な症状の人がいる(1)

障害があつたとしてもやれることはいっぱいある(1)

安定して生活している(1)

社会復帰を目指している人(1)

地域社会を共有している(1)

社交的(1)
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長岡真布子/看護大学生の障害者福祉援助実習における障害者に対する印象と実習からの学び

表5 実習に対する期待 (計38枚) ( )内はカードの枚数

大項目 小 項 目 内 容

障害者に 障害者とのコミュニケ- コミュニケーションとりたい(4)
対して シヨンと接し方(19) 障害者の気持ち理解出来るようになりたい(1)
(29) 温かいつながり(1)

どんな気持ちか理解したい(1)
仲良くなりたい(1)
ふれあいたい(2)

会話が出来ること(Z)
接し方(7)

援助方法(4) 援助方法(1)
介助の体験(1)
援助する側に求めること(り
施設の援助内容(1)

自分が役に立つこと 自分が障害者に出来ること(1)
(4) 役に立ちたい(2)

役に立つ方法(1)
偏見なくすく2) 偏見なくしたい(2)

生活に対 障害者の生活の実態を知 毎日の過ごし方(1)
して(4) リたい(4) どんな生活しているか(1)

何を感じ生活しているのか(1)
生活様式(1)

その他(5)実習態度(2) 頑張りたい(1)
何でも吸収(I)

その他(3) 不安でいっぱい(2)

討 した.

1.実習前後の障害者に対する印象について

実習前にもっていた障害者に対する印象は,感情面

では大半が,｢怖い｣,｢暗い｣,｢かわいそう｣ という

印象であり,対障害者態度では ｢抵抗感｣,｢接 したく

ない人｣,｢偏見があった｣という否定的な印象をもっ

ていた.また,障害者の生活能力の面では,｢話が通

じない人｣,｢何も出来ない人｣,｢普通の人とは違う｣

という,障害者に対する誤解や偏見が表われていた.

本研究は,実習後の調査であり,学生自身が実習前後

での変化を意識 し,実習前の印象としてネガティブな

面が強調されることが考えられる.本研究の対象の約

81%は入学前までに程度の差はあるものの障害者との

ふれあう体験をしている.この結果からみても,それ

らは,否定的または偏見を減少させる体験として現在

まで継続されるには至っていなかったと考えられる.

実習後にもった障害者に対する印象は,感情面では

｢明るいイメージ｣,｢素直でやさしい｣,生活能力の面

では,｢話が通 じる｣,｢自分のことは自分で出来る人｣,
｢やろうという意志のある人｣,対障害者態度の面は

｢特別の人間ではない｣,｢真剣な生 き方｣,｢偏見が消

えた｣など,障害をもって社会で生きる姿を肯定的な

印象で捉えていた.このことから,実習を通 して障害

者を身近に感 じ接することで,ありのままの姿を素直

に受けとめることができたと考えられる.
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さらに,学生の障害者に対 してもっている印象の特

性について実習前と実習後とを比較 してみると,感情

面では怖い ･暗いから怖くない ･明るい ･素直でやさ

しいと,肯定的なものが多くみられる.生活能力の面

からみると,話が通 じない人 ･何も出来ない人 ･援助

が必要な人から,話が通 じる･自分のことは自分で出

来る人と,能力を認めるものが増加 している.そして

対障害者態度の面では,抵抗感,接 したくない,特別

の人間ではない,真剣な生き方,個性をもっている,

偏見が消えた,という肯定的なものが多くみられる.

このように学生は,3日間という実習期間であっても

表 2にあるような障害者援助の見学と実践という障害

者との接触体験をもち,肯定的な印象へ変化 したこと

が考えられる.

障害者への偏見を減少させることに接触体験は重要

であると報告されており2)～6),その接触体験 も ｢知識

提供アプローチ｣より行動的側面に働きかける ｢相互

作用アプローチ｣が有効であると報告されている6).

また,看護学教育において,看護学生が,障害児を理

解する有効な方法として障害児との意図的な接触体験

は必要不可欠1)としているが,本研究においてもそれ

は裏打ちされたといえる.また,カンファレンスなど

で学生の気づさを押さえることはさらに学びを深める

ことにつながり1),本実習においても施設職員や指導

教官の意図的 ･教育的関わり,カンファレンスなどは,
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(44)

･1.I

長岡真希子/看護大学生の障害者福祉援助実習における障害者に対する印象と実習からの学び

表6-1 実習からの学び (計130枚) ( )内はカー ドの枚数

大項目 小 項 目 内 野

自分自身の 考えの変寄(6) イメージを改めた(1))
確認(22) 考えが柔らかくなった(1)

壁を感じなくなった(1)

偏見がなくなった(1)

先入観に気づいた(1)

手伝うことのみにとらわれていた(1)

自己の確認(8) 人間相手の職業(1)

実習の意図(1)
自分を見直す機会 (1)

実習で自分なりの答えを見つけた(1)

私の道は間違っていなかった(1)

人が好きなのだろうかという疑問が解決した(】)

ノーマライゼーションの実感(1)

障害とは､を実感(1)
将来の自己の課題(8) 人の役に立つには学ぶことがたくさんある(1)

看護学を頑張る(1)
偏見をなくしたい(1)
看護学習に対するモチベーション(1)

いろんな人と接したい(1)
壁がないことを伝えたい(l)
障害者を支える大きな人になりたい(1)

相手の気持ちを表情や発言から理解していこう(1)

支捷方法 対象にあった支撲(3) 援助の必要(1)
(20) 必要な手助け(1)

一人一人をみる(1)

できないところを津助する 努力できる場(1)
(6) できるところは自分でやる(1)

自立への支援(1)
一緒にやつていることが大事(1)

できないことだけを援助(2)
支緩.撲助方法は様々(4) 支援や援助の方法は様々(1)

様々な介助､援助(1)
援助の仕方(I)
車椅子の押し方や注意すべき点(1)

見守る津肋(4) 見守ることも援助(3)
見守ることの大切さ(1)

個人として探する(3) 個人として接する(l)
生き方のサポート(1)

障害者の生き方(l)
陣等考の生 障害者の生活(8) 明るいものにしよう(1)

活実態(17) 日常生活(I)

楽しそう(I)
生活が静か(1)
こだわりの生活(1)
生活の様子(1)

生活の仕方(1)

障害者の生活(1)

障害者の様子(9) 障害者の特質(1)

どのような人(1)

何も答えてくれない(I)

明るい人やしゃべらない人(1)

話せるようにならない人(1)

表現の仕方(1)

自分でできる(2)
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長岡真希子/看護大学生の障害者福祉援助実習における障害者に対する印象と実習からの学び

表6-2 実習からの学び (計130枚) ( )内はカードの枚数

大項目 小 項 目 内 等

コミユニ 行動することでコミュニケ- 行動に移すことが大事(1)

ケ-シヨン シヨンができる(7) 話かけることが大切(1)

の方法(17) 話しかけてもらうことで話が広がる(1)

会話ができた(1)

話しかけてくれて仲良くなった(1)

受け入れられた(i)

話しかけられた(1)

コミュニケーションの重要性 コミュニケーションの仕方(3)

(8) コミュニケーションの重要さ(i)

コミュニケーションの難しさ(2)

青葉以外のコミュニケ-シヨ笑涙は大切(I)

ン(4) 言葉以外のコミュニケーション(1)

表情でコミュニケーションがとれた(1)

笑顔で話をすることができた(1)

相手の立場 心に耳を偵ける(9) 悲観的な思い(1)

にたつて考 気持ちは理解できなかった(i)

見る(ー4) 気持ちを考える(1)

内面的な事(1)

笑顔や会話を求めている(1)

理解することは難しい(1)

相手の理解(1)

気持ちをくみとる(1)

耳を傾けることができた(1)

相手の気持ちにたつく5) 障害者の考え(1)

相手の気持ち(1)

相手の意見(1)

車椅子の乗る側と押す側の気持ち(i)

性格や気持ちを察する(り

接し方(12)障害者との接し方(4) 接し方(4)

捷する時のこころ構え(8) 知的障害者への接し方(1)

接する時の注意(1)

楽しく接する(1)

接するのにマニュアルはない(1)

過去を受け止める(1)

接する時のけじめ(1)

気配りと思いやり(1)

心を開くことが大事(1)

ふれあい ふれあいの重要性(8) ふれあうことの大切さ(1)

(8) ふれあうことも看護(1)

関わり(I)

ふれあい(2)

障害者の笑顔で優しい気持ちになれた(1)

ふれあえた(2)

自分と同じ 自分と同じ(7) 自分たちと同じ(3)

(7) 自分たちと変わらない(1)

一人の人間(I)

特別な接し方ではない(1)

自分でできないことは求めない(i)

預員の姿勢 叩員の考え方や行動(7) 対応の仕方(1)

(7) 施設の医療形態(1)

医療職の仕事内容(1)

職員の信念(1)

厳しさの裏にある愛情(1)

優しさのうちにある希望(I)

行動や考え方(1)

病気の知識 病気の先一群と観葉(4) 病気の知識(1)

と観葉(4) 職員を手本(1)

自分で考え動くこと(1)

体調の観察(1)

役たてた喜 役たてた喜び(2) 喜んでいる薪を見れた(1)
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(46) 長岡真希子/看護大学生の障害者福祉援助実習における障害者に対する印象と実習からの学び

有効であると考えられる.

山内7)による障害者理解の枠組みに,今回の障害者

福祉援助実習での学生の実習前と後の印象の変化を以

下のように当てはめて考えることができる.障害者,

相手を理解しよう (みよう)とするときは,それまで

もっていた ｢障害者｣をみるネガティブな枠組みを利

用しようとする.対話,作業を一緒に行う,車椅子の

操作体験などの協同による相互作用を始めると,主体

的に相手に関わる体験の中で,学生は,はじめのネガ

ティブな枠組みと異なる相互作用の中で作られる枠組

みとの葛藤が生 C,相手の行動にとまどったり,相手

と自分との関係を見直したりするという動き ｢ゆれ｣

を体験 し,お互いの理解や好意を導き,接触柏手をみ

る枠組みをポジティブな方向へ変化させると同時に,

確かな,実感のあるものにする.その後においても変

化 した枠組みで障害者をみるようになるというもので

ある.看護学生の障害児に対する実習終了直後と数ヶ

月後のイメージは大きく変化せず好意的な見方が継続

されるという報告がある5)8).本研究の対象学生の障害

者に対 してもっている印象が時間の経過と共にどのよ

うに変化していくのかについて検討する余地があろう.

2.実習への期待と実習からの学びについて

実習に対する期待としては,コミュニケーションと

接 し方,援助方法,障害者の生活実態などが挙げられ

ており,実習への前向きな姿勢を持っていたことが分

かる.しかし,記述数があまり得られなかったことは,

実習後の調査であったことと学生個々によって設問の

捉え方にばらつきがあったこと,また,入学後 6ケ月

の時点であり看護や医学の専門的知識がほとんどない

状況であったことから,実習そのものに対するイメー

ジがつきにくかったことが考えられる.

実習からの学びとして,分類した大項目の中でカー

ド数の多いものでは,｢自分自身の確認｣が最も多い.

この時期,開講されている授業のほとんどが一般教養

科目であり,看護を学ぶ実感や自分の学習の目標や方

向性が薄らぐ時期でもある. しかし,障害者との関わ

りから自分自身の障害者に対する理解や考えが変容 し

たことに加え,この実習をきっかけに,看護学に進ん

だ自分自身を見つめ直し,自己の課題や目標を再確認

することができた学生 らいる.さらに,その関わりか

ら,｢障害者の生活の実態｣や,彼らが必要 とする

｢支援方法｣を学ぶことができており,｢コミュニケー

ションの方法｣についても,それまで障害者に対し抵

抗感や誤解があった分,自らが障害者と関わることに

よってコミュニケーションの必要性と重要性を理解で

きたと考えられる.

看護系短大 2年次の小児看護学実習の一環として実
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施された,重症心身障害児施設見学実習における学び

の報告では),｢対象理解｣に関する記述が最も多く,

その内容として ｢コミュニケーション方法｣,｢情緒面

(気持ちや意志がある)｣といったことが挙げられてお

り,｢学生は,障害をもちながら生活 している対象と

一人の人間として関わり,共感し,患者の理解に努め,

看護の基本的な考えと看護者のあり方を学ぶことがで

きていた.｣としている.本研究とは対象や実習目的

も異なるものの,実際に障害をもっ人と関わることは,

改めてその対象を理解し,個々の学びを深めることに

つながると考えられる.

一方,実習の期待と実習からの学びを照らし合わせ

ると,実習への期待として挙げていたものは概ね学ぶ

ことができているといえる.また,実習への期待の記

述に対し,実習の学びに対する記述内容が多岐に渡っ

ていることから,期待していたことに留まらずそれ以

上に学びを深め,自ら広がりを持たせることができた

と考える.さらに,3日間という短期間の実習ではあっ

たが,実習目標に挙げられている,障害者に対する学

生自身の理解や認識を明らかにすること,生活する人

のニーズとして対象の必要とする援助を捉えることが

できていると考えられる.

最後に,今回の調査では,学生個々の印象の変化や

学びの状況についての内容分析の報告には至らなかっ

た.それらを含め今後,継続調査を実施 し講義や実習

体制の課題としたい.

Ⅶ.結 論

本看護学専攻初年次における障害者福祉援助実習の

前後において障害者に対 して持っている印象と実習を

通しての学びは,以下の通りである.

1.実習前後の障害者に対する印象について

実習前にもっていた障害者に対する印象のほとんど

は否定的な印象であったが,障害者援助の見学と実践

という障害者との接触体験をもち,実習後は大半が肯

定的な印象となった,

2.実習への期待と実習からの学びについて

実習に対する期待としては,記述数は少なかったも

のの,コミュニケーションと接 し方,援助方法,障害

者の生活実態などが挙げられ,それぞれ概ね学ぶこと

ができていた.
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Students'ImpressionsofHandicappedPeopleandSubsequentLearning
throughPracticalStudyofHandicappedPeople'sWelfare

MakikoNagaoka'MasakoYamaji'SakikoOgasawara'

FujikoMiyakoshi'NobukoIkeda+MichikoYanaglya"

･CourseofNursing,SchoolofHealthSciences,AkitaUniversity

* *DepartmentofNursing,InternationalUniversityofHealthandWelfare

Aspartofthepracticalprogrammeforfirstyearstudentsstudyinghumanservice,70firstyearstudents(62

female,8male)ofthecourseofnursingspentthreedaysinSeptember,6monthsafterstartingthecourse,

studyingwelfareininstitutionsforthephysicallyormentallyhandicapped.Aquestionnairesurveywascon-

ductedintostudents'attitudestowardshandicappedpeoplebeforeandaftertheirpracticalstudy,aswellas

theirexpectationsandlearningthroughouttheperiodofstudy.Moststudentsheldnegativeimpressionsof

handicappedpeoplebeforethepractice.However,theseimpressionsincreasedtobecomepositivefollowing

contactwithhandicappedpeoplethroughobservationorpracticeofassistance.Fewstudentsrecordedtheir

expectationsforthepracticalstudy,butcommunicationandcontactmethods,methodsofassistanceandthe

actualsituationofhandicappedpeoplewerementioned,indicatingthatthestudentshadlearnedthroughtheir

engagementwiththehandicappedpeople.Fromthevariedreportsconcerningthestudents'1earningitcanbe

surmisedthatthestudentsexceededexpectationsinthebreadthoftheirlearningandpersonaldevelopment･
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